
平成２２年度の取り組み 

 

予算を伴う事業 

（１）地域ケアタウン会議開催 

・地区社協、民生委員児童委員、自治会、福祉事業者、行政等の保健福祉関係者

が、地域における福祉課題や解決方策について話し合う。 
・モデル地域を設定して、具体的なテーマについて検討する。 
・５地区、各地区年６回を予定。 
・様々な地域設定（連合自治会単位、単位自治会等）が考えられる。 

   

（２）ケアタウン構想推進会議 

・ケアタウン構想の推進を図るため、有識者や団体推薦等を委員とする会議を開

催する。 
・年２回開催予定。 
 

予算を伴わない事業 

（３）地域包括支援センターと障害者相談支援事業所との連携会議の開催 
・地域包括支援センターと障害者相談支援事業所の相談業務の充実を図るため、

連携会議を開催する。 
・年４回開催予定。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）社会福祉協議会による生活支援ボランティアの設立準備 
・社会福祉協議会のボランティアセンターを活用し、ゴミ出し・買物等の生活支

援サービスの仕組みづくりについて検討する。 
 
（５）福祉健康部内のケース検討会議・福祉研修の実施  
・部内で定期的にケース検討会議を開催するとともに、福祉研修を実施し、情報

共有と職員のスキルアップを図る。 
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各地区だけでは解決できず、市全域での取組みが必要となる課題を
全体会議で討議 

地区別会議 
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